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Ⅰ．はじめに
世界保健機関（WHO）のヘルスプロモーションの
概念が学校保健分野に導入され、ヘルス・プロモーテ
ィング・スクールまたはヘルシースクールと呼ばれ、
ヨーロッパ、アメリカ、アジア（中国、香港、台湾、
シンガポール等）で展開されている。ヘルス・プロモ
ーティング・スクール（以下、「HPS」とする）とは
「そこで、過ごしたり、学んだり、あるいは働いたり
する環境をどのように健康なものにしていくかについ
て、絶えずそのもてる力を強化しつづけるような学
校」である1, 2）。また、機能的側面としては「学校を
中核として地域社会や家庭との連携のもとに、包括的
にすすめる総合的な健康づくり」3）とされており、有
効な戦略と考えられる。日本の場合、当時の文部省が
公式文書で初めて、ヘルスプロモーションを使用した
のは1997年の保健体育審議会答申4）であるとされて
いる5）。しかし、理念としては紹介されたが、政策と
して具体的な取り組みがされてきているとは言いきれ
ない。そして、諸外国では始まってきているHPSの
認証システムは日本においては、まだ存在していな
い。
我が国では、これまでに上海6）香港7）や台湾8, 9）の
HPSの特徴に関する研究はされてきているが、シン
ガポールのHPSに関する研究10, 11）は少ない。そこで、
本稿ではシンガポールにおけるヘルス・プロモーティ
ング・スクールの特徴を明らかにすることを目的とし
た。
方法としては、①現地施設見学と情報交換12）─
2013年8月にシンガポール政府ヘルスプロモーション
庁（Health Promotion  Board 以下、「HPB」とする）、
並びに、HPBより紹介されたHPS表彰園校である保
保健・医療研究
【要約】
《目的》本研究の目的は、シンガポールのヘルス・プロモーティング・スクール（HPS）の特徴を明らかにする
ことである。
《方法》シンガポール政府ヘルスプロモーション庁（HPB）並びにヘルス・プロモーティング・スクールの見学
と情報交換、学会参加時の情報交換、関係機関のホームページ等の情報を用いた。
《結果》シンガポールにおけるHPSの特徴について、①枠組と審査、②HPS推進を支えるシステム、さらに具体
的な側面として③子ども、教職員、保護者に対するプログラムに関して、明らかになった。
《結論》シンガポールではHPSについてWHOの理念に基づいて、審査システムを立ち上げ、HPBが主導し教育
省、社会・家族の発展省と協働して積極的に、きめ細かく推進している。初等教育学校、中等教育学校等用
のHPS審査には実績がある。また、子どもだけでなく、教職員、保護者へのサービスが充実しており、重要
と考えられた。
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育所・幼稚園（Ministry of Manpower Preschool）と
初等教育学校（MacPherson Primary School）を見学
し、情報交換を行った。②学会（2012年５月の第２
回アジア太平洋ヘルスプロモーション健康教育学会
（APHPE）（台湾　台北市）、2013年10月の第４回ヘ
ルス・プロモーティング・スクール・ヨーロッパ会議
（デンマーク王国　オーデンセ市）等での情報交換、
③関係機関のホームページ等の情報を用いた。
Ⅱ．シンガポールの概要
シンガポールの人口540万人（うちシンガポール
人・永住者は384万人）（2013年９月）で中華系74％、
マレー系13％、インド系9％、その他3％と民族的に
多様である13）。国土面積は約700km2で東京都23区
（621km2）に近い大きさの島国である。日本は人口
約１億３千万人、約38万km2である。人口は36分の
１、国土は543分の１である。東京都23区の人口は
895万人（2013年１月）であり14）、人口密度は約
14000人／ k㎡である。シンガポールの人口密度は約
5000人／ k㎡であり、東京都23区のおよそ3分の1に
当たる。人口の16%は15歳以下であり、乳児死亡率
は出生1000対2、平均寿命は男性80.2歳、女性85.1歳
（2012）15）に反映されているが、ヘルスケアシステム
は総合的であり、交通の便は良い16）。シンガポール
では、個人の人権や利益よりも社会の安定と秩序の確
立が優先されており、経済発展の鍵と考えられてい 
る17）。表１にシンガポールの概要を示した。
シンガポールでは2003年に６年間の初等教育が義
務教育とされたが、政府は４年間の中等教育までの
10年間の教育課程を履修させることが望ましいとし
ている18）。シンガポールの教育体系での一般的な進
路は、初等教育（６年間）、中等教育（４〜５年間）、
大学準備教育（２年間）から大学（３〜４年間）とい
うコースと、初等教育、中等教育の後、専門教育（３
年間）または、技能教育研修所（１〜２年間）という
コースである18, 19）。教育の特徴として、①初等教育か
らの英語と母語（華語─主としてシンガポールなど東
南アジアで用いられる中国語の標準語、マレー語、タ
ミル語）による２言語教育　②学習者の能力を生かす
ための複雑多岐な教育システム　③女子の高等教育へ
の高い進学率　④ITを積極的に取り入れたカリキュ
ラムが挙げられている20）。①の２言語教育は民族的
多様さの反映であり、②の複雑多岐な教育システムは
初等教育中期より、高等教育にかけて、段階的な試験
が実施され、その成績によって、自らの能力に合った
コースへ進む20）ことを意味している。能力別の教育
とエリート養成が行われている。
Ⅲ．現地での施設見学の概要
現地での見学施設を表２に示した。
１．Health  Promotion  Board の概要
HPBは2001年４月に保健省の改組により、国民健
康教育部門、栄養部門、学校保健サービス部門、学校
歯科サービス部門、プライマリーヘルス部門の機能を
集約し21）法定機関として個別法によって設立された
ヘルスプロモーションに関する専門機関であり18）、
保健省が管轄している。理念は「健康な国民の国家」
表１　シンガポールの概要
１ 人口 約540万人（うちシンガポール人・永住者は384万人）（2013年9月）
中華系74％、マレー系13％、インド系9％、その他3％
２ 面積 約716平方キロメートル（東京23区と同程度）
３ 人口密度 5000人/km2
４ 学校制度 ① 初等教育（6年間）、中等教育（4~5年間）、大学準備教育（2年間）か
ら大学（3~4年間）のコース
② 初等教育、中等教育の後、専門教育（3年間）または、技能教育研修所
（1〜 2年間）のコース
５ 教育の特徴 ① 初等教育からの英語と母語（華語、マレー語、タミル語）による２言語
教育
②学習者の能力を生かすための複雑多岐な教育システム
③女子の高等教育への高い進学率
④ITを積極的に取り入れたカリキュラム
備考：文献13)、18）、19）、20）より作成
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である。課題は健康の主体として個人が力をもつこと
によって健康の向上を図ることである。HPBは７つ
の部門から構成されている。直接サービスは成人の部
門2つと子ども部門に分かれている。他の4部門は研
究やIT部門で直接サービス部門をサポートしている。
HPBは１つのビルになっており、中には付設のク
リニック、学校歯科センター、健康情報センター、健
康教育施設（ヘルスゾーン）等がある。学校歯科セン
ターはブースが30以上あり、待合室には大きな歯型
の模型があり、健康教育が行われている。また、新型
歯ブラシ（3面ブラシ）の考案がされていた。担当者
は歯の状態が統計的に改善したと活動の成果を強調し
ていた。健康情報センターでは様々な健康教育用の教
材が置かれており、貸出しされている。健康教育施設
はいくつかの企業の出資でパネルや展示物等が設置さ
れていた。数部屋がテーマ毎（食育、歯科保健、メン
タルヘルス、エイジング、薬物依存等）になってお
り、初等教育学校用のプログラムや中等教育学校用の
プログラムも用意されており、グループでも利用でき
るようになっている。
２．MacPherson Primary School（初等教育学校）22）
の概要
シンガポールの東部に位置し、高層の公営住宅と工
業地域にある。地域内にMRT（電車）の駅がある。
1966年に開学した歴史あるシンガポール政府立の初
等教育学校であり、ヘルス・プロモーティング・スク
ールの表彰制度である CHERISH Award で金賞を受
賞した学校である。在校生は学校周辺の住民で、経済
的に困難な家庭の子どもも含まれている。授業は２部
制で、午前は１年生から３年生、午後は４年生から６
年生となっている。児童数は840人、教職員は80名
である。児童には年間３か月間の休みがある。
子どもの発達支援方針として、学力面、身体面、道
徳面、社会面、審美面の５つが設定されている。其々
の目指す児童像は、自主的な学習者、自分の健康を守
り、回復力のある者、他者への共感と尊重ができる市
民、チームメンバーとして、またリーダーとして活動
的に貢献できる者、人生での高潔さを正しく認識でき
る者である。学校の理念は、①一人一人の児童全員が
大切である　②一人一人の教職員全員が宝である　③
それぞれの保護者は全員がパートナーであるとされて
いる。養護教諭に相当する職員はいない。体調不良時
に休むためのベットのある小部屋が準備されていた。
歯科クリニックや放課後保育施設、リラックスできる
コーナーのある図書室、子ども用PC室などが設置さ
れていた。
３．Ministry of Manpower Preschool（保育所・幼稚
園）の概要
人的資源省の職員の子ども専用の Preschool で、人
的資源省の建物の１階に併設されている。市街地のビ
ル街にあり、運営はKinderland という創立35年の伝
統ある幼児教育会社が担っている。年少児は保育所、
年長児は幼稚園（１日３時間）に属し、年長児でさら
に保育の必要な子どもは延長して預かっている。保育
室・教室６室、音楽室、調理室、トイレ、プレイルー
ム、園庭などがある。在籍者数88名、職員13名（園
長１、教員10、調理１、事務１）である。中国語と
英語の２か国語対応の施設である。給食は朝食、昼
食、おやつである。ヘルス・プロモーティング・スク
ールとして認定された施設である。
Ⅳ.シンガポールのHPSの枠組と審査
１．HPSの枠組
シンガポールでは、国家の政策としてHPSを積極
的に組織的に推進している。特に、初等教育学校、中
表２　現地での見学施設
見学年月日 2013年８月20日（火曜日）
見学施設
１ シンガポール政府ヘルスプロモーション庁（Health Promotion Board ）
２ MacPherson Primary School（初等教育学校）　　　　　　HPS  金賞受賞校　
３ Ministry of Manpower Preschool（保育所・幼稚園）　  　 HPS  合格校
備考：HPSはヘルス・プロモーティング・スクールの略である。
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等教育学校等に於いては、９割以上が審査に参加して
おり、その９割がHPSとして認められている状況に
ある21）。シンガポールにおけるヘルス・プロモーテ
ィング・スクールの枠組みの６つの概念はWHOのモ
デルと一致する①学校健康政策　②学校の物理的環境 
③学校の社会的環境　④コミュニティとの連携　⑤健
康な生活のための行動能力　⑥ヘルスケアと健康増進
サービスである21）。シンボルとして、大木の６つの
大きな枝としてイラスト化されており、見学時には
HPBの玄関ホールにも大きな看板が設置されていた。
２．HPSの審査
シンガポールでは、HPBがCHERISH Award シス
テムを立ち上げた16）。現在は各学校でのHPSの取り
組みへの努力に対して、審査基準を設けて、審査し学
校種別によってプラチナ賞、金賞、銀賞、銅賞を授与
したり、合否判定を実施している。
シンガポールのHPS審査名にはCHERISH が使われ
ている。CHERISH（チェリッシュ）はChampioning 
Efforts Resulting in Improved  School  Health の略で
ある。校種別に２つの審査がある。初等教育学校、中
等教育学校等を対象としたCHERISH Award、就学
前教育である保育所、幼稚園が対象であるCHERISH 
Junior Awardである。大学等を対象としたCHERISH 
IHL（Institutes of Higher Learning の略）は構築中
である21）ため、本稿では前２者について述べる。表
３にCHERISH AwardとCHERISH Junior Awardの
比較を示した。
（１）CHERISH Award
最初に制度化されたのはCHERISH Award で2000
年に初等教育学校、中等教育学校で開始され、2003
年からは大学準備教育学校（２年制）等が対象となっ
た。当初は1年サイクルであったが、2006年からは２
年サイクル、2012年からは３年サイクルのアセスメ
表３　CHERISH Award　とCHERISH Junior Awardの比較
項目 CHERISH Award CHERISH Junior Award
理念 WHOのヘルス・プロモーティング・スクール（HPS）の理念に基づいている。
主催 シンガポール政府（ヘルスプロモーション庁（H PB））
創設 2000年 2010年
対象 初等学校（6歳〜 11歳）・中等学校（12歳から4
〜 5年間）ジュニアカレッジ（2年間）等の全学
校（不参加は届出る）
保育所・幼稚園の全所・園（不参加は届出る）
審査サイクル 3年間（現行） 2年間（現行）
審査方法 書類と実地審査 書類と実地審査
審査結果 プラチナ賞、金賞、銀賞、銅賞
CHERISH Award 2012（2012）結果
プラチナ賞  12校（ 3.8%）
金　　　賞  16校（ 5.1%）
銀　　　賞 150校（ 47.9%）
銅　　　賞 135校（ 43.1%）
　　　　計 313校（100.0%）
対象学校総数　362
参加校344校　（95.0％）
受賞校313校　（参加校の91.0％）
（対象学校総数の86.5％）
合格、不合格
CHERISH Junior Award 2012
（2012）結果
合格校（園）94校
対象保育所・幼稚園総数　約1700
受賞校（園）　94校
（対象保育所・幼稚園総数の6%）
備考：CHERISH（チェリッシュ）はChampioning  Efforts Resulting  in Improved  School  Health の略である。
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ント（評価）である。2012年から2014年の学校の実
績に対して2015年に結果が発表されることになって
いる。自己評価用のアセスメント基準の枠組みは①教
育課程、教育、学習　②学校組織、特性、環境　③コ
ミュニティとの連携とパートナーシップであったが、
現行の「CHERISH Award 2015」では　①学校組織、
特性、環境　②教育課程、教育、学習　③パートナー
シップとサービス　④評価である23）。受賞ランクは、
プラチナ賞、金賞、銀賞、銅賞の４つである。原則、
国内の全校参加で不参加の場合は届け出が必要とな
る。前回の審査である「CHERISH Award 2012」で
は全362校（初等教育学校、中等教育学校、大学準備
教育学校等）の内、344校（95%）が参加し、プラチ
ナ 賞 12校（3.8%）、 金 賞16校（5.1%）、 銀 賞150校
（47.9%）、銅賞135校（43.1%）が受賞した。参加校
中313校（91%）が受賞したことになる21）。
現行の「CHERISH Award 2015」の提出書類は 
１．自己評価票（①学校組織、特性、環境　②教育課
程、教育、学習　③パートナーシップとサービス　④
評価）２．学校ヘルスプロモーション計画　（8ペー
ジ以内）３．実施報告書　（6ページ以内）で提出先
は政府のHPBとなっている23）。
審査は書類と実地審査が行われる予定となってい
る。審査規準は、プラチナ賞 ①金賞の連続２回以上
の受賞　②児童生徒と教職員のためのヘルスプロモー
ションプログラムの３年以上の成果　③保護者や地域
の人々の健康への効果　④他の学校との実践成果の共
有　⑤肥満に関する改善である。金賞は①総合的学校
ヘルスプロモーション計画の統合的計画、実施、評価
　②学校における健康的な食事のプログラムの必要条
件の達成　③ヘルスプロモーションでの影響力あるパ
ートナーシップの評価　④肥満に関する改善　⑤環境
の改善である。銀賞は①学校ヘルスプロモーション計
画　②学校ヘルスプロモーションプログラムの計画、
実施、評価　③ヘルスプロモーションでのパートナー
シップの評価である。銅賞は①学校ヘルスプロモーシ
ョン計画　②学校ヘルスプロモーションプログラムの
計画、実施、評価である23）。
CHERISH Awardの限界と課題は、Vaithinathan. 
et.al16）によると、以下のようである。①学校での計
画、開発、実行、そしてヘルスプロモーション構想の
再検討の時間の不足　②学校での“リスクのある”そ
して“良くない”グループの同定と対処の困難さ　③
学校は実行の難しい再検討となる可能性のある評価に
ついての努力をしたがらないので、ヘルスプロモーシ
ョン庁はこの面での教師の能力を高める時間をもう少
し増やすこと　④学校群の組織的な評価を実行するた
めの更なる努力の４つである。現場での意欲、アセス
メント能力、評価力、実行力と時間不足が課題となっ
ていた。その後、各学校の意見やアセスメント方法の
再考を経て改善が行われ、書類を簡潔化し、２年から
３年へサイクルの変更が行われた。
現在の課題はHPB21）によると①参加率が100％に
近づいており、次の段階に入ること　②プロセスから
成果へのシフト　③金賞やプラチナ賞の受賞校が他の
学校に助言できるシステムの構築　④審査基準を再検
討し、妥当性を確実にすることである。
（２） CHERISH  Junior  Award
CHERISH Junior Awardは就学前教育である保育
所、幼稚園が対象である。HPBと社会・家族の発展
省（Ministry of Social and Family Development）が
連携して認証している21）。2010年から始まり、２年
サイクルである。現行の「CHERISH Junior Award 
2014」は2012年１月から2013年12月までの学校健
康政策と活動の実績に対して、2014年に結果が発表
される。アセスメント基準の枠組みは①学校健康政策
　②学校の物理的環境　③学校の社会的環境　④コミ
ュニティの巻き込み　⑤健康な生活のための行動能力
　⑥予防と増進サービスである。受賞にはランクはな
く、合格または不合格である。
見学したMinistry of Manpower Preschoolでの
HPSとしての特徴は①環境に力を入れており、けが
防止のために家具などにプロテクターを付けるなど安
全面の配慮をしている。②栄養バランスを考えた食物
を提供している。例えば、朝は通常の牛乳を提供し、
昼には各々の子どもの嗜好に合わせた栄養強化ミルク
を提供している。③毎月、身長、体重を測定し、発育
状態を評価している等である。CHERISH Junior 
Awardの合格はそんなに難しいものではなく、適切
にやっていれば、獲得できるということだった。スク
ールナースや看護職はいないが、０歳児の居る保育所
では看護師が配置されている所もあるとの事だった。
救急処置については３日間コースの研修があり、教員
が受けている。体温測定は登園時と昼に実施し、体調
不良の時は家族が迎えに来る事になっている。
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CHERISH Junior Awardの限界と課題は、HPB21）に
よると①2012年の受賞校（園）は約1700校ある内の
94校で6%と低率であること　②就学前学校は全て私
立で開校、閉校が多く把握が困難なことである。
Ⅴ．HPS推進を支えるシステム
１．HPB（保健省管轄）が主導し、教育省、社会・
家族の発展省と協働
シンガポールでは、オタワ憲章以前の1970年代か
ら保健省が学校で喫煙防止、栄養、運動、メンタルヘ
ルスなどの教育に関与していた。HPSの取り組みも
保健省管轄のヘルスプロモーション庁が主導して開始
されている16）。一方、日本では学校保健のことは文
部科学省が担当しており、現場での健康教育への講師
派遣など、地域保健との連携は行われているが、厚生
労働省が直接に関与することはない。
CHERISH Award開始時の2000年時点では、教育
省は保健省のヘルスプロモーション庁の協力者の立場
であったが、現在では審査自体を共同で実施してい
る。CHERISH Junior Awardではヘルスプロモーシ
ョン庁と社会・家族の発展省が共同で実施している。
２．活動のための補助金
活動のための基金を設立して、費用を補償してい
る。審査機構の設立から３年後にスクールへルスプロ
モーション基金を設立し、CHERISH Award審査参
加校に対して、１年間に5000シンガポールドル（１
シンガポールドル＝81円（2014年7月現在）で換算
すると40.5万円）を限度として補助金が交付されてい
る16）。「CHERISH Junior Award　2014」では受賞校
に対して2000シンガポールドル（同　約16.2万円）
の補助金を出している24, 25）。
３．HPBの教育的機能
HPBではCHERISH Junior Award への参加の打ち
合わせ会や、各学校での２回のコンサルテーションな
どの支援を行い、サポート体制をとっている24, 25）。ま
た、学校教師に無料の訓練コースを提供している。訓
練コースの内容は、「ヘルスプロモーション、ヘル
ス・プロモーティング・スクールの理念、健康トピッ
クス（栄養、喫煙等）」などである。具体的には、「今
日の健康問題の基本的な最新情報と学校との関連」、
「ヘルス・プロモーティング・スクールを計画するた
めの貴方の第１歩」などである。また、学食担当者や
学食委員会のための研修を行っている。さらに、学校
に対するコンサルテーションや健康教育提供者などの
社会的資源に関する情報を提供している。学校での優
れた実践の共有のために、会議の開催、本の出版、オ
ンラインでの情報発信を行っている16）。HPBでは、
いろいろな方法を用いて、ヘルス・プロモーティン
グ・スクールの実践者の能力開発を行う条件を整え
て、サポートしている。
また、教師のウェルネスプログラムとして、健康的
なライフスタイルのワークショップがあり、良き役割
モデルとなれるように知識や技術を習得している。ポ
ータルサイトを使いヘルスプロモーションプログラム
や資源について知ることができ、最新情報が得られる
ようになっている16）。さらに、教育と能力開発は保
護者、子どものリーダーを対象としても行っている。
４．CHERISH学校保健コーディネーター
初等教育学校、中等教育学校では学内にCHERISH
学校保健コーディネーターがおり、HPSの中心的役
割を担っている。シンガポールの学校内には養護教諭
に該当する職種はなく、多くは体育教師がCHERISH
学校保健コーディネーターとなっている。審査の開始
時期にHPBとCHERISH学校保健コーディネーターの
会議が開催される。また、必要に応じてHPBの助言
を受けられるようになっている。なお、保育所、幼稚
園にはコーディネーター制度はなく、所長や教員等が
対応にあたっている。
Ⅵ．子ども、教職員、保護者に対するプログラム
１．子ども用のプログラム
子どものヘルスプロモーションプログラムとしては
学校での健康診断や予防接種、学校歯科サービス（学
校内歯科クリニック、移動歯科クリニック専用車、学
校歯科センター）、教育課程（健康教育─喫煙防止　
栄養、運動、メンタルヘルス　歯科保健、性感染症な
ど）、ヘルスリテラシー教育などがある21）。
（１）学校での食事
シンガポールの初等学校では学食（キャンティー
ン）で児童生徒が自分で選択して、朝食や昼食、飲み
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物を購入している。児童生徒が健康的な食物が分かる
ように、メニューに指針が示されている。学食提供者
側に対しては、調理には皮なしの鶏肉と赤身の肉を使
用すること、毎日少なくとも２種類以上の新鮮な果物
を販売することなどの食物ガイドラインが示されてい
る。また、栄養評価やガイドラインに沿った改善を推
進し、健康的な食事を準備するために栄養コンサルタ
ント制度を採用している16）。
見学したMacPherson Primary Schoolの場合、学食
は１階で、気候への対応と考えられるが、２方向には
壁がなく、風が吹き抜ける構造で開放的であった。生
徒が食品の種類毎に区分けされたコーナーから自分で
主食や副菜、飲み物を選び、現金で購入し、賑やかな
雰囲気の中で食べていた。価格は低く、１食約１シン
ガポールドル（約80円程度）以下とのことだった。
経済的に困難な家庭の子どもにはクーポンが支給さ
れ、無料となる。保護者のボランティアが協力してい
た。地域の方が差し入れた食品のコーナーもあった。
フライは週１回（金曜日）、野菜は毎日提供するとの
ことだった。
一方、日本は学校給食であり、小学校・中学校・特
別支援学校・夜間定時制高校の実施率は平均94.1%
（2012年5月）26）である。有料であるが、通常は児童
生徒に食物の選択の余地はない。給食は学校給食法に
基づいて提供されており、「学校給食実施基準」27）の
学校給食摂取基準で、６〜７歳用、８〜９歳用、10〜
11歳用、12〜14歳用に分類されて、それぞれ１人１
回当たりのエネルギー、たんぱく質、脂質、ナトリウ
ム、カルシウム、鉄、ビタミン類の基準が決まってい
る。児童生徒には栄養バランスの良い適量の昼食が準
備されている状況である。また、栄養教諭または栄養
士が学校給食栄養管理者として各学校に配置されてい
る。栄養教諭は、児童生徒へ直接指導する役割をもっ
ており、2013年４月現在で全国に4624人配置されて
いる28）。
シンガポールでは学校での昼食は児童生徒の食物選
択の力を育成するよい機会となっている。日本ではバ
ランスのよい昼食を全員が摂取できる利点はあるが、
食物選択の力を育成する点では不利と考えられる。日
本でも月に１回程度、バイキング形式の給食を採用し
て学習の機会を工夫している学校もある。栄養専門家
に関しては、シンガポールでは栄養コンサルタントの
配置は任意であるのに対して、日本では学校給食栄養
管理者が学校給食法で規定されており、充実している。
また、シンガポールでは多くの学校で朝食プログラ
ムがあり、有料で提供されている。日本では、児童生
徒の朝食欠食が問題視されているが、朝食の提供につ
いては私学などで一部実施されている学校もあるが、
一般的ではない。
見学したMinistry of Manpower Preschool（保育
所・幼稚園）の場合は給食制であり、子ども達には同
一の食事が配膳されており、日本の一般的な保育所と
同様であった。
（２）歯科保健
シンガポールでは学校内歯科クリニックや移動歯科
クリニック専用車、HPB内にある学校歯科センター
がある。学校内歯科クリニックでは児童生徒の歯科検
診や簡単な処置が無料で行われている。入学時に保護
者からの承諾書を得て実施している29）。これら歯科
保健に関する組織的な取り組みはシンガポールでの特
徴と言える。
MacPherson Primary Schoolの場合は本格的な診療
台を備えた歯科クリニックの部屋があった。HPBの
管轄で本格的な治療はHPB内の学校歯科センターで
行い、学校では簡単な処置を無料で実施しているとの
事であった。
日本では学校で歯科検診が年１回あり、嘱託歯科医
が担当し、治療が必要な児童生徒は一般の歯科医院な
どで治療を受けている。シンガポールの学校における
歯科治療は利便性と確実性が保障されている。
２．教職員用のプログラム
シンガポールで教職員の能力開発に力を入れている
点については上述したが、多くの学校で、スタッフ用
のスポーツ施設やラウンジが設置されており、誕生会
が開催されている16）という。また、スクールヘルス
プロモーション助成金によってスタッフのための運動
プログラムに資金が提供された例などがあり、スタッ
フの健康への配慮がきめ細かく実施されている16）。
MacPherson Primary Schoolの場合は、職員室は円
形のフロアーで各自の机と椅子が高いパーテーション
で区切られ、プライバシーが守られている。教員用に
広くはないが、ラウンジ（休憩室）があり、テーブル、
椅子、マッサージチェア、オーディオなどが置かれて
いた。教職員の健康については、①オーバーワークに
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ならないような管理　②公正に認めること　③専門職
としての能力開発　④リーダーシップ能力開発の４つ
の目標とプランを持っている。児童の健康面はもちろ
んだが、教職員の健康面でも計画、実施され十分な配
慮がされていた。教職員が健康でなければ、良い教育
はできないと考えられていた。その配慮の仕方は日本
との大きな違いであった。日本では教職員の運動や休
憩については個人的に対処している状況にある。
３．保護者用のプログラム
保護者用のプログラムの目的は、①保護者が学校や
家庭での子どもの健康やウｪルビ−イングに関心をも
ち活動すること　②保護者が健康的なライフスタイル
を主導し、他の保護者や自分の子どもに影響を与える
ことができることである21）。方法としては資料（ブ
ックレット、パンフレット、ポスター等）の提供、講
演会、ワークショップ、セミナー、体育祭、家族デ
イ、　教師との会議、保護者サポートグループなどが
ある。
シンガポールでも日本でも両親は学校の活動にボラ
ンティアとして協力している。シンガポールでは多く
の学校で両親グループに対して、ボランティアに自信
をもってもらうために研修やコーチングを実施してい
る16）。
MacPherson Primary Schoolでは保護者、地域との
連携を20の団体や個人をパートナーとして実施して
いる。食堂では保護者のボランティアが指導に当たる
姿や地域の方のボランティアが働いており、協働がよ
く実現されていた。
Ⅶ．おわりに
シンガポールは東京23区と同じほど面積の国であ
り、人口規模も大きくはない。社会の安定と秩序の確
立を優先している政府の管理は比較的行き届きやす
い。ヘルス・プロモーティング・スクール構想も政府
主導できめ細かに行われている。構想が有効に機能す
れば、児童生徒、スタッフ、保護者の健康度は向上す
ると考えられる。
シンガポールでは保健省のHPBを中心にしてWHO
の理念に基づき教育省や家庭福祉関係の省と協働して
HPSを積極的に推進している。HPBは助言や研修な
どのサポートだけでなく、HPB内のクリニック、学
校歯科センター、健康情報センター、健康教育施設な
どや各学校内の歯科クリニックでの直接的なサービス
機能をもっている。初等教育学校、中等教育学校等用
と保育所、幼稚園用の２つのHPS認証システムが機
能している。特に前者のCHERISH Awardは13年以
上の歴史があり、参加率は非常に高く、受賞率も高
く、認証システムも改善されてきている。具体面では
特に歯科保健についての取り組みに特徴がある。ま
た、子ども用だけでなく、教職員、保護者向けの教
育・能力開発サービスも充実しており、HPSにとっ
て重要な事であると考えられる。
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【Abstract】
Objective: To clarify the characteristics of Health Promoting Schools in Singapore.
Methods: Information was collected from the Health Promotion Board in Singapore, schools in Singapore, the 
European Conference on Health Promoting Schools , internet searches, etc.
Results: We describe the characteristics of Health Promoting Schools in Singapore in terms of (1) the award 
system, (2) the support system for Health Promoting Schools, and (3) the health promotion programs for 
students, school staff, and parents.
Conclusions: The award was established in Singapore by the Health Promotion Board, which is consistent with 
the WHO model of health promoting schools. The Board promotes this system by collaborating with the 
Ministry of Education and the Ministry of Social and Family Development. The award system for primary 
and secondary schools is working well. It is important to recognize that health promotion programs are 
not only for students but also for school staff and parents.
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